
殿

ヽ
―
―
―
―
―
ノ

′
―

―

―

―

ヽ

各

『
1∫1「
11

薬食発 1217第 1号
平成24年 12月 17日

都道府県知事

保健所設置市長

特別区長

厚生労働省医薬食品局

薬事法第 2条第 14項 に規定する指定薬物及び同法第 76条 の 4に
規定する医療等の用途を定める省令の一部改正について (施行通知)

薬事法 (昭和 35年法律第 145号 。以下「法」という。)第 2条第 14項
に規定する指定薬物の指定等については、薬事法第 2条第 14項に規定する指
定薬物及び同法第 76条の 4に規定する医療等の用途を定める省令 (平成 19
年厚生労働省令第 14号)にて定めているところである。
今般、薬事法第 2条第 14項 に規定する指定薬物及び同法第 76条の 4に規
定する医療等の用途を定める省令の一部を改正する省令 (平成 24年厚生労働
省令第 159号 )が別添のとおり平成 24年 12月 17日 に公布されたので、
貴職におかれては、下記事項について御了知の上、関係各方面に対する周知徹
底及び適切な指導方御配慮願いたい。

順
糎
届

記

1.指定薬物の指定

(1)新たに指定された物質
次に掲げる8物質について、中枢神経系の興奮若しくは抑制又は幻覚の
作用 (当該作用の維持又は強化の作用を含む。)を有する蓋然性が高く、
かつ、人の身体に使用された場合に保健衛生上の危害が発生するおそれが
あると認められたことから、法第 2条第 14項に規定する指定薬物として
指定したこと。



① N一 (1-ア ミノー 3-メ チルー 1-オ キソブタンー 2-イ ル)-1
-(4-フ ルオロベンジル)-lH― インダゾールー 3-カ ルボキサミ
ド及びその塩類

②  l― (lH一インドールー 5-イ ル)プ ロパンー 2-ア ミン及びその
塩類

③  (4-エ チルナフタレンー 1-イ ル)(2-メ チルー 1-ペ ンチルー
lH一インドールー 3-イ ル)メ タノン及びその塩類
④  l― (4-エチルフェニル)-2-(メ チルアミノ)プ ロパンー 1-
オン及びその塩類

⑤  2-(4-ク ロロー 2, 5-ジメ トキシフェニル)一 N― (2-メ ト
キシベンジル)エ タンアミン及びその塩類
⑥ 2-フ ェニル=2-(ピ

ペリジンー 2-イ ル)酢酸エチルエステル及
,びその塩類
⑦ l― (ベ ンゾフランニ 6-イ ル)プ ロパンー 2-ア ミン及びその塩類
③ 5-ヨ ー ドインダンー 2-ア ミン及びその塩類

※上記 8物質のうち、②、④、⑦の 3物質は、海外で流通が確認されてい
るが国内での流通は確認されていない物質である。

(2)指定された物質を含む物
(1)に掲げる物質のいずれかを含有する物 (ただし、元来これらの物
質を含有する植物を除く。)は指定薬物であり、規制の対象となること。

2.医療等の用途の規定
上記 1.に示した物質について、次に掲げる用途を法第 76条の4に規定
する医療等の用途として定めたこと。

(1)次 に掲げる者における学術研究又は試験検査の用途
① 国の機関

② 地方公共団体及びその機関

③ 学校教育法 (昭和 22年法律第 26号 )第 1条に規定する大学及び高
等専門学校並びに国立大学法人法 (平成 15年法律第 112号 )第 2条
第 4項に規定する大学共同利用機関

④ 独立行政法人通則法 (平成 11年法律第 103号 )第 2条第 1項に規
定する独立行政法人及び地方独立行政法人法 (平成 15年法律第 118
号)第 2条第 1項に規定する地方独立行政法人



(2)法第 69条第 3項に規定する試験の用途

(3)法第 76条の 6第 1項に規定する検査の用途

(4)犯罪鑑識の用途

(5)(1)か ら (4)ま でに掲げる用途のほか、以下の表の左欄に掲げる物
にあっては、右欄に掲げる用途

2万曇嘉f象ご√
`百

各著手:彦
ヽ
 |こ雪驚鐘
化合物に化学反応を起こさ

(6)(1)か ら (5)ま でに掲げるヽ用途のほか、厚生労働大臣が人の身体に
対する危害の発生を伴うおそれがないと認めた用途

3.施行期 日                    _
公布の日 (平成 24年 12月 17日 )か ら起算して 30日 を経過した日
(平成 25年 1月 16日 )か ら施行すること。



○
薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指

定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規

定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（厚
生
労
働

一
五
九
）
　
　
　
　
　
　

　ヽ
　
二

第 5949号口
区
●
千平成 24年 12月 17日 月曜日 官

動
妻

証
Ｌ篭

鯖

鮭
譴

¨

日
刊

（行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

○

○
国
税
庁
の
保
有
す
る
行
政
文
書
の
開
示
請

求
手
数
料
の
納
付
を
事
務
所
に
お
い
て
現

金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定
め

る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（国
税
庁
二
九
）

○
国
税
庁
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
開
示
請

求
手
数
料
の
納
付
を
事
務
所
に
お
い
て
現

金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定
め

る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（同
四
〇
）

○
食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査

に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き

講
習
会
を
登
録
し
た
件

（厚
生
労
働
五
八
七
）

○
小
型
捕
鯨
業
に
つ
き
、
そ
の
許
可
又
は
起

業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
の
総
ト
ン
数
別

の
隻
数
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申

請
す
べ
き
期
間
を
定
め
る
件

（農
林
水
産
二
五
九
三
）

○
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（同
二
五
九
四
～
二
五
九
七
）

○
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

（同
二
五
九
八
）

○
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
登
録
調
査

機
関
を
登
録
し
た
件

（特
許
庁
二
二
）

○
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（国
土
交
通

一
四
六

一
、　
一
四
六
二
）

○
土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の
認

定
を
し
た
件

（同

一
四
六
三
）

○
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
保
険
法
人
の
保
険
等

の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更

し
た
件

（同

一
四
六
四
）

○
道
路
に
関
す
る
件

（東
北
地
方
整
備
局

一
九

一
）

○
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
の
評
価
員
の
氏
名
を
変
更
し
た
件

（中
部
地
方
整
備
局
二

〓
〇

○

Ｏ
道
路
に
関
す
る
件

（四
国
地
方
整
備
局

一
四
三
）

○
道
路
に
関
す
る
件

（九
州
地
方
整
備
局

一
七
六
、　
一
七
七
）

○
道
路
に
関
す
る
件

（北
海
道
開
発
局

一
三
二
）

〔国
会
事
項
〕

〔人
事
異
動
〕

法
務
省

〔官
庁
報
告
〕

国
家
試
験

第
五
十
五
回
原
子
炉
主
任
技
術
者
試
験
筆
記

試
験
の
施
行

（原
子
力
規
制
委
員
会
）

第
四
十
五
回
核
燃
料
取
扱
主
任
者
試
験
の
施

行

（同
）

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
国
土
調
査
と
同

一
の

効
果
が
あ
る
も
の
と
し
て
の
指
定
の
公
告

（国
土
交
通
省
）

〔資

　

料
〕

平
成
二
十
四
年
十
月
中
国
際
収
支
状
況

（速

報
×
財
務
省
）

〔公
　
　
生
己

諸

事

項

官
庁金
融
商
品
取
引
業
者
に
対
す
る
行
政
処
分

関
係

〔少「
　　
　　
〈「
〕

〔生
口
　
　
　
一ホ
〕

○
オ
ブ
ジ
エ
ク
ト
識
別
子
構
成
要
素
値
を
指

定
し
た
件

（総
務
四
六
二
）

○
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
登

録
政
治
資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者

を
公
告
す
る
件

（政
治
資
金
適
正
化
委
七
四
）

○
除
籍
の

一
部
が
滅
失
し
た
件

（法
務
五

一
六
）

○
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（同
五

一
七
）

○
食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
モ
ー

リ
タ
ニ
ア

・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
政
府
と
の

間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（外
務
三
七
五
）

編 集・印 刷
独立行政法人国立印刷局

>

裁
判
所
相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、

特
殊
法
人
等

財
務
省
共
済
組
合
定
款
の

一

会
社
そ
の
他

除
権
決
定
、

再
生
関
係

部
変
更
関
係



第 5949号平成 24年 12月 17日 月曜日 官
○
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
九
号

薬
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
十
四
項
及
び
第
七
十
六
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬

事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
一二
丼
　
鮮
雄

薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を

定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め

る
省
令

（平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第

一
条
中
第
九
十

一
号
を
第
九
十
九
号
と
し
、
第
八
十
七
号
か
ら
第
九
十
号
ま
で
を
八
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
十

六
号
を
第
九
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

九
十
四
　
五
十
ヨ
ー
ド
イ
ン
ダ
ン
ー
ニ
ー
ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
類

第

一
条
中
第
八
十
五
号
を
第
九
十
二
号
と
し
、
第
五
十
八
号
か
ら
第
八
十
四
号
ま
で
を
七
号
ず
つ
繰
り
下
げ
　
第
五

十
七
号
を
第
六
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
十
四
　
一
―

（ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
ー
六
―
イ
ル
）
プ
ロ
バ
ン
ー
ニ
ー
ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
類

第

一
条
中
第
五
十
六
号
を
第
六
十
二
号
と
し
、
第
四
十
三
号
か
ら
第
五
十
五
号
ま
で
を
六
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四

一号
を
第
四
十
七
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
十
八
　
一
一―
フ
ェ
ニ
ル
ー
ニ
ー

（ピ
ベ
リ
ジ
ン
ー
ニ
ー
イ
ル
）
酢
酸
エ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
及
び
そ
の
塩
類

第

一
条
中
第
四
十

一
号
を
第
四
十
六
号
と
し
、
第
二
十
五
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十

四
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

二
十
九
　
一
一―

（四
―
ク
ロ
ロ
ー
二
　
五
―
ジ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
Ｉ
Ｎ
Ｉ

（二
―
メ
ト
キ
シ
ベ
ン
ジ
ル
）
エ
タ

ン
ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
類

第

一
条
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
七
号
と
し
、
第
二
十
二
号
を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
二
十

一
号
を
第
二
十
三
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
四
　
（四
　
エ
チ
ル
ナ
フ
タ
レ
ン
　
一　
イ
ル
×
ニ
　
メ
チ
ル
　
一　
ベ
ン
チ
ル
　
一
Ｈ
　
イ
ン
ド
ー
ル

三
―
イ
ル
）
メ
タ
ノ
ン
及
び
そ
の
塩
類

二
十
五
　
一
―

（四
―
エ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）
―
ニ
ー

（メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
プ
ロ
バ
ン
ー

一
―
オ
ン
及
び
そ
の
塩
類

第

一
条
中
第
二
十
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
十
四
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
二
号
を

第
十
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

十
五
　
一
―

（
一
Ｈ
Ｉ
イ
ン
ド
ー
ル
ー
五
―
イ
ル
）
プ
ロ
バ
ン
ー
ニ
ー
ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
類

第

一
条
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十

一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十

一
号
と
し
、
第
九
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
　
Ｎ
Ｉ

（
一
―
ア
ミ
ノ
ー
三
―
メ
チ
ル
ー

一
―
オ
キ
ソ
プ
タ
ン
ー
ニ
ー
イ
ル
）
―

一
―

（四
―
フ
ル
オ
ロ
ベ
ン
ジ

ル
）
―
一
Ｈ
Ｉ
イ
ン
ダ
ゾ
ー
ル
ー
三
―
カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
及
び
そ
の
塩
類

第
二
条
第
五
号
の
表
中

一
　

（四
　
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
ピ
ベ
ラ
ジ
ン
、
そ
の
塩
類
及
び
こ
れ
ら
を
含
有
す
る
物

の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

販出
“相
デ
″諺
げ
″
引た
‐
ァ
ミ
ン、
そ
の塩
類

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

〈
「

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
七
日

組
織
の
名
称
　
　
　
　
　
　
住

東
京
都
足
立
区
　
東
京
都
口生
ユ
区
中
央
本
町

一
丁
目

一

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
△至
口示
第
七
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

′
一
。平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
七
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長
　
上
国
　
廣

一

登
録
番
号
　
　
登
録
年
月
日
　
　
　
氏
　
　
名

四
二
九
六
　
二
四
、　
一
一
、
三
〇
　
丼
上
　
並星

四
二
九
七
　
一
一四
、　
一
一
、
三
〇
　
齋
藤
　
嘉

一

四
二
九
八
　
一
一四
、　
一
一
、
三
〇
　
平
丸
　
紀

一

四
二
九
九
　
一
一四
、　
一
一
、
三
〇
　
長
谷
川
　
敬

四
三
〇
〇
　
一
一四
、　
一
一
、
三
〇
　
石
稿
克
比
古

四
三
〇

一　

二
四
、　
一
一
、
三
〇
　
丼
上
　
春
海

四
三
〇
二
　
二
四
、　
一
一
、
三
〇
　
高
橋
麻
美
子

四
三
〇
三
　
一
一四
、　
一
一
、
三
〇
　
徳
善
　
・英
司

四
三
〇
四
　
二
四
、　
一
一
、
三
〇
　
矢
田
　
伸
介

四
三
〇
五
　
一
一四
、　
一
一
、
三
〇
　
丼
上
深
帆
名

○
法
務
省
告
示
第
五
百
十
六
号

山
形
県
西
村
山
郡
朝
日
町
役
場
保
存
の
次
の
除
籍
の

一

部
が
滅
失
し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か

ら
、
次
に
掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
五
年

一
月
十
七
日
ま

で
に
、
同
町
長
に
対
し
て
、次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一　
当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

一
一　
前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注
　
意

一　
申
出
は
、
日
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二
　
申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
朝
日
町
役
場
又
は
山
形
地
方
法
務
局
寒
河
江
支
局

に
照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
七
日
法
務
大
臣
　
滝
　
　
　
実

山
形
県
西
村
山
郡
大
谷
村
大
字
玉
ノ
丼
乙
二
百
七
十
九

番
地
乙
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
小
吉

Ｏ
総
務
省
告
示
第
四
百
六
十
二
号

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
識
別
子
に
係
る
推
奨
通
信
方
式

（平
成
二
年
郵
政
省
告
示
第
七
百
二
十
九
号
）
第
二
の
４
の
②
の
イ

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
リ
レ
ベ
ル
４
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
識
別
子
構
成
要
素
値
を
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。

一
日

，

総
務
大
臣
　
樽
床
　
伸
二

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
識
別
子
構
成
要
素
値

○
法
務
省
告
示
第
五
百
十
七
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
七
日
法
務
大
臣
　
滝
　
　
　
実

南
ヨ
　
丼
周
掛
当
域
ヌ
業
編
語
覇

一
「
コ
〓
琳
８
１
〓
車

ゆ
耐
滝
　
墨
蟄
８
や
ヽ
工
０
口
博

書
ヨ
　
暮
潮
斗
議
ロ
ー
■
Ｅ
ヨ
Ｎ
嫌
Ｓ

，８
一如

漏
３
　
墨
き
Ч
論
８
枷
●
コ
Ｐ

熙
書
　
墨
む
認
楡
〓
コ
こ
ロ
ド

斎
藤
燎
　
業
爵
お
捕
８
枷
ヾ
コ
詳

府
ヨ
　
暮
コ
尋
撃
図
漱
醜
ヨ

一
コ
、コ
０
略
８
巾

浙
潮
　
コ塾
き
含
書
ω
コ
８
コ
ド

甫
ヨ
　
漁
慕
麺
目
颯
斗
丑
洸
許
ヨ
ヽ
琳
し
巾

滲
謹
淋
　
墨
む
３
書
に
工
ヽ
口
肝

書
ヨ
　
洵
驀
洞
Ｓ
劇
斗
澪
〓
ヨ
０
瑯
∞
１
８
詢

瓶
枷
　
調
書
設
楡
ヽ
コ
８
ｍ
籠

書
ヨ
　
き
曇
Ｅ
書
〔
コ
８
０琳
薦
ざ

ゆ
錨
轡
　
墨
む
“
書
き
枷
ヽ
コ
絆

南
燎
　
離
箔
■
■
図
寧
Ｐ
ヨ

¨
ヨ
．ｍ
Ｏ
申
こ

ゆ
討
瀾
　
墨
き
３
■
ω
コ
一
コ
け

書
ヨ
　
難
踪
尋
蒲
卜
ヾ
，
図
〓
帥
ヨ
〓
Ｒ
喘
ご

殿
コ
　
墨
む
田
需
８
コ
ｇ
コ
籠

静
コ
　

〓ヽ
５
掛
暑
菰
図
Ｆ
ウ
田
■
ヽ
「
〓
ざ
摯
ぶ
珈

塑
前
　
墨
普
３
０
ω
コ
Ｎ
ｍ
籠

議
コ
　

ミヽ
覇
■
■
ｍ
図
卜
う
日
■
Ｎ
↓
Ш
８
琳
８
中

端
舟
灘
　
困
む
３
檎
Ｎ
コ
Ｎ
ｍ
ト

酔
ヨ
　
難
済
斗
誅
汁
図
厠
Ｅ
コ
８

鎌ヽ
醸

】

Ｄ
爵
藩
　
墨
む
３
捕
Ｎ
コ
〓
ロ
ド

酔
ヨ
　
難
済
斗
「
輔
図
蒲
著
蜀
き

申ヽ
諄
Ｎ

料
Ｈ
５
　
，コ
む
８
書
ト
コ
ヽ
コ
時

書
鞘
　
剛
駿
尋
籠
掛
区
「
湿
難
ヾ
画
ユ
ξ
撻
琳
諄

¨

■
Ｓ
ヽ
　
男
書
８
需
８
工
ま
画
書

書
ヨ
　
゛
叫
ｍ
■
４
Ｅ
ヌ
↓
測
ヨ
８
ω申
ど

】

彗
肺
淋
　
轟
む
３
捕
ヽ
コ
０
口
時

中
ヨ
　
瓢
蝙
尋
爺
ヽ
準
ゴ
器
〓
き
申
醸
∞

雌
■
寧
　
墨
む
３
捕

】
コ
８
口
Ｐ

ロ
ヨ
　
Ｅ
口
海
雄
回
■
ゆ
薔
ξ

一
口，
コ
一
琳
ヽ
１
８
」中

誌
鰈
メ
　
墨
む
こ
■
に
コ
ぶ
ｍ
Ｆ


